
古川タクの作品・活動アーカイブ

概要／課題

1960年代の草月アートセンターを中心とした芸術文化に端を発する個人制作アニメーションの

アーカイブは、関係者の高齢化による内容把握の困難さと資料劣化が差し迫る危機的な状況にあ

る。本事業では草月アニメーション・フェスティバルに参加し、国際的なアニメーション作家と

して活躍を続ける古川タクの作品および関連資料のアーカイブを実施する。フィルム・資料を適

切な環境下に移動し、継続的な調査、管理、公開を行う。とくにフィルムデジタル化、資料整理、

リスト作成、作家ヒアリング、ウェブサイトでの資料公開、簡易アーカイブマニュアルの頒布を

行い、60年代以降の個人制作アニメーション作品の文化的背景、資料価値を伝え、各資料へのア

クセス性の向上を図る。

有限会社タクンボックス

成果

（公開）※全て無料

●「INTO ANIMATION 8 in NARA」（令和6年10月14日・奈良県立図書情報館）

-デジタル化したフィルムアニメーションの上映、トーク

●第7回アーカイヴ研究講習会「アニメーション・アーカイヴの実践」（令和6年11月14日・東京

都写真美術館）

-TAKU FURUKAWA ARCHIVEの活動紹介

●「古川タク アニメーションをめぐるお話」 （令和6年11月23日・三重県立美術館）

-アーカイブ資料を活用した講演、上映

-「はじめてのアニメーション「驚き盤」をつくろう！」子ども向けワークショップの開催

●恵比寿映像祭2025 （令和7年1月31日〜2月16日・東京都写真美術館）

-《驚き盤》装置（1975）修復、展示

-〈imazoo〉《横綱土俵入り》（1979）大阪ソニータワーで開催された映像インスタレーション

の再制作、展示

-《ニッケル・オデオン・動画劇場》（1988）修復、展示、インタビュー映像の公開（インタ

ビュー映像は東京都写真美術館のYouTubeチャンネルでも公開予定）

●ウェブサイト「TAKU FURUKAWA ARCHIVE」https://archiveanimation.wordpress.com/

-作品リスト：「短編アニメーション作品」（2024年度版）

-作品リスト： 「展覧会・上映会」（2024年度版）

-「みんなのうた」管理資料のサムネイル公開

-「今日のアーカイブ」Instagramでの管理資料の公開

（成果物）

-資料リスト：「短編アニメーション中間素材、イラストレーション、映像データ」2024年版（新

規カタロギングID1200点含む）

-作品リスト：「短編アニメーション作品」（2024年度版）、「展覧会・上映会」（2024年度版）

-記録（映像・文章）：オーラルヒストリー3点

（文化的・社会的・経済的な意義）

・作品、管理資料の無料公開による、個人制作アニメーションの歴史的、文化的価値の普及

・70年代に制作されたデジタルデバイスを用いたアニメーションインスタレーションの修復、再

制作、公開による映像史研究への貢献

・アニメーションアーカイブの簡易マニュアル頒布による、個人アニメーション作家の資料保護

の推進

令和6年度文化芸術振興費補助金メディア芸術アーカイブ推進支援事業

《ニッケル・オデオン・動画劇場》
修復作業（交換ライト検証）の画像


	スライド 1

